
観点別評価規準例１年
１章　正の数，負の数（23時間）

章の目標：負の数を考えることの必要性とよさを知り，正の数，負の数の意味やその大小関係を理解するとともに，正の数，負の数の計算の意味を知り，その計算ができる。

章の観点別評価規準例
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を正の数と負の数でとらえたり，それら
の性質や関係を見いだしたりするなど，数学的に考
え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題
の解決に活用して考えたり判断したりしようとして
いる。

正の数と負の数についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用
しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，そ
の過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考
え方を身に付けている。

正の数と負の数の四則計算をしたり，正の数と負の
数を用いた式で表現したり，その意味を読み取った
りするなど，技能を身に付けている。

正の数と負の数の必要性と意味及びその四則計算の
意味を理解し，知識を身に付けている。

１節　正の数，負の数（４時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　プラスとマ
イナス

○�日常生活で私たちが普段用いて
いる数として，記号－を使って
表される数量があることを知
り，マイナスとプラスに対する
関心を高める。

プラス，マイナ
ス

○�プラスとマイナスを使って表せる数量に関心
をもち，それをいろいろな事象の中から見い
だそうとしている。

◎�プラスとマイナスを使って表せる数量に関心
をもち，それをいろいろな事象の中から進ん
で見いだそうとしている。

○�身のまわりにプラスとマイナス
で表されるものが数多くあるこ
とや，その必要性と意味を理解
している。

◎�身のまわりにプラスとマイナス
で表されるものが数多くあるこ
とや，その必要性と意味を十分
に理解している。

２　反対向きの
性質をもっ
た数量

○�反対向きの性質をもった数量
を，基準を定めて＋や－を用い
て表すことができる。

○�反対向きの性質をもった数量に関心をもち，
その表し方を考えようとしている。

◎�反対向きの性質をもった数量に関心をもち，
その表し方を進んで考えようとしている。

○�反対向きの性質をもつ数量を，
正の数，負の数を使って考える
ことができる。

◎�反対向きの性質をもつ数量を，
正の数，負の数を使って統一的
に考えることができる。

○�反対向きの性質をもつ数量を，
基準を０として，記号＋，－を
使って表すことができる。

◎�反対向きの性質をもつ数量を，
基準を０として，記号＋，－を
使って的確に表すことができる。

○�反対向きの性質をもつ数量は，
ある基準を定め，異なる符号を
使って表すことができることを
理解している。

◎�反対向きの性質をもつ数量は，
ある基準を定め，異なる符号を
使って表すことができること
を，身のまわりの事象と関連付
けて理解している。

３　正の数と負
の数

○�数の範囲を拡張して負の数を導
入し，正の数，負の数の意味や
表し方を理解する。

○�負の数も数直線上の点で表すこ
とができることを知る。

正の数，負の数，
正の符号，負の
符号，自然数，
原点，正の向き，
負の向き

○�反対向きの性質をもった数量を表すための数
に関心をもち，数の範囲をひろげ，それらを
数直線上の点で表そうとしている。

◎�反対向きの性質をもった数量を表すための数
に関心をもち，数の範囲をひろげ，それらを
進んで数直線上の点で表そうとしている。

○�数直線を負の数に対応する範囲
まで拡張して考えることができ
る。

◎�数直線を負の数に対応する範囲
まで拡張して負の数の意味や表
し方を考えることができる。

○�正の数，負の数を数直線上の点
で表すことができる。

◎�正の数，負の数を的確に数直線
上の点で表すことができる。

○�正の数，負の数，自然数，整数
の意味を知り，それらは数直線
上の点で表すことができること
を理解している。

◎�正の数，負の数，自然数，整数
の意味を知り，それらは数直線
上の点で表すことができること
を十分に理解している。

・ 赤字：2020年度 追加内容
・ 打ち消し線：2020年度 削除内容
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４　数の大小 ○�数の絶対値の意味を理解し，正
の数，負の数の大小関係を符号
と絶対値に着目して判断できる。

絶対値 ○�正の数，負の数の大小に関心をもち，それに
ついて調べようとしている。

◎�正の数，負の数の大小に関心をもち，それに
ついて進んで調べようとしている。

○�数の大小関係を，数直線上の点
の位置によって考えることがで
きる。

◎�数の大小関係を，数直線上の点
の位置によって統一的にとらえ
て考えることができる。

○�数の大小関係を判断し，それら
を不等号を使って表現すること
ができる。

◎�数の大小関係を的確に判断し，
それらを不等号を使って表現す
ることができる。

○�正の数，負の数の大小関係を理
解している。

◎�正の数，負の数の大小関係を十
分に理解している。

２節　加法，減法（８時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　加法 ○�正の数，負の数の加法を，数直
線を使って考え，計算の仕方を
理解する。

加法 ○�正の数，負の数のたし算に関心をもち，計算
の仕方を数直線を使って考えようとしている。

◎�正の数，負の数のたし算に関心をもち，計算
の仕方を数直線を使って進んで考えようとし
ている。

○�２つの数の加法を考えることが
できる。

◎�２つの数の加法を数直線を使っ
て考えることができる。

２　加法の規則 ○�正の数，負の数の加法の規則
を，絶対値と符号に着目してま
とめ，加法の計算ができる。

○�正の数，負の数の加法に関心をもち，その規
則を見つけようとしている。

◎�正の数，負の数の加法に関心をもち，その規
則を進んで見つけようとしている。

○�加法の規則を考えることができ
る。

◎�加法の規則を，符号や絶対値に
着目して考えることができる。

○�正の数，負の数の加法の計算を
することができる。

◎�正の数，負の数の加法の計算を
手際よくすることができる。

○�正の数，負の数の加法の規則を
理解している。

◎�正の数，負の数の加法の規則を
十分に理解している。

３　加法と法則 ○�正の数，負の数の加法について
調べ，加法の交換法則と結合法
則をもとに，いくつかの数の和
の計算ができる。

加 法 の 交 換 法
則，加法の結合
法則

○�正の数，負の数の加法について成り立つ法則
に関心をもち，それについて調べようとして
いる。

◎�正の数，負の数の加法について成り立つ法則
に関心をもち，それについて進んで調べよう
としている。

○�正の数，負の数に拡張しても加
法の交換法則，結合法則が成り
立つことを考えることができる。

◎�正の数，負の数に拡張しても加
法の交換法則，結合法則が成り
立つこと，またその意味につい
て考えることができる。

○�加法の交換法則，結合法則を使
って，いくつかの数の和を求め
ることができる。

◎�加法の交換法則，結合法則を使
って，いくつかの数の和を工夫
して求めることができる。

○�数を拡張しても，加法の交換法
則，結合法則が成り立つことを
理解している。

◎�数を拡張しても，加法の交換法
則，結合法則が成り立つことを
十分に理解している。

４　減法 ○�正の数，負の数の減法を，数直
線を使って考え，計算の仕方を
理解する。

減法 ○�正の数，負の数のひき算に関心をもち，計算
の仕方を数直線を使って考えようとしている。

◎�正の数，負の数のひき算に関心をもち，進ん
で計算の仕方を数直線を使って考えようとし
ている。

○�２つの数の減法を考えることが
できる。

◎�２つの数の減法を数直線を使っ
て考えることができる。

○�正の数，負の数を使って，減法
を加法に直すことができる。

◎�正の数，負の数を使って，減法
を加法に直し，手際よく計算す
ることができる。

○�正の数，負の数を使うと，減法
は加法に直すことができること
を理解している。

◎�正の数，負の数を使うと，減法
は加法に直すことができること
を十分に理解している。
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５　減法の規則 ○�正の数，負の数の減法の規則を
使って減法の計算ができる。

○�ひく数によっては差はもとの数
より大きくなることを知る。

○�正の数，負の数の減法に関心をもち，その規
則を見つけようとしている。

◎�正の数，負の数の減法に関心をもち，その規
則を進んで見つけようとしている。

○�減法の規則を考えることができ
る。

◎�減法の規則を加法に直して考え
ることができる。

○�正の数，負の数の減法の計算を
することができる。

◎�正の数，負の数の減法の計算を
手際よくすることができる。

○�正の数，負の数の減法の規則を
理解している。

◎�正の数，負の数の減法の規則を
十分に理解している。

○�ある数から負の数をひくと，差
はもとの数より大きくなること
を理解している。

◎�ある数から負の数をひくと，差
はもとの数より大きくなること
を十分に理解している。

６　加法と減法
の混じった
式の計算�
―［1］

○�加法と減法の混じった式を，加
法だけの式に直し，加法の交換
法則や結合法則を使って計算す
ることができる。

項，正の項，負
の項

○�加法と減法の混じった式の計算に関心をも
ち，加法だけの式に表して考えようとしてい
る。

◎�加法と減法の混じった式の計算に関心をも
ち，進んで加法だけの式に表して考えようと
している。

○�加法と減法の混じった式を，加
法だけの式とみることができる。

◎�加法と減法の混じった式を，項
の考えに着目して，加法だけの
式とみることができる。

○�加法と減法の混じった式の計算
ができる。

◎�加法と減法の混じった式の計算
が手際よくできる。

○�項の意味を理解している。
◎�項の意味を十分に理解している。

７　加法と減法
の混じった
式の計算�
―［2］

○�加法と減法の混じった式を，項
の和（代数和）としてとらえ，そ
の計算ができる。

○�加法と減法の混じった式の計算に関心をも
ち，項の和とみて考えようとしている。

◎�加法と減法の混じった式の計算に関心をも
ち，進んで項の和とみて考えようとしている。

○�項の考えを使って，式を項の和
とみることができる。

◎�項の考えを使って，式を正の項
や負の項の和とみることができ
る。

○�項だけを並べた式の計算ができ
る。

◎�項だけを並べた式の計算が手際
よくできる。

○�項だけを並べた式の意味を理解
している。

◎�項だけを並べた式の意味を十分
に理解している。

○�練習

３節　乗法，除法（９時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　乗法 ○�正の数，負の数の乗法の意味を，
具体的な場面や帰納的な考えを
もとにして理解し，正の数，負
の数の乗法の計算ができる。

乗法 ○�正の数，負の数のかけ算に関心をもち，考え
ようとしている。

◎�正の数，負の数のかけ算に関心をもち，具体
的な場面や帰納的な考えをもとにして考えよ
うとしている。

○�正の数，負の数の乗法の規則を，
考えることができる。

◎�正の数，負の数の乗法の規則を，
帰納的に考えることができる。

２　乗法の規則 ○�正の数，負の数の乗法の規則を
絶対値と符号に着目してまと
め，乗法の計算ができる。

○�正の数，負の数の乗法に関心をもち，その規
則を見つけようとしている。

◎�正の数，負の数の乗法に関心をもち，その規
則を進んで見つけようとしている。

○�乗法の規則を考えることができ
る。

◎�乗法の規則を，符号や絶対値に
着目して考えることができる。

○�正の数，負の数の乗法の計算を
することができる。

◎�正の数，負の数の乗法の計算を
手際よくすることができる。

○�正の数，負の数の乗法の規則を
理解している。

◎�正の数，負の数の乗法の規則を
十分に理解している。
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３　いくつかの
数の積

○�正の数，負の数の乗法でも交換
法則，結合法則が成り立つこと
を確かめ，それをもとにして，
いくつかの数の積の計算ができ
る。

乗 法 の 交 換 法
則，乗法の結合
法則

○�正の数，負の数の乗法について成り立つ法則
に関心をもち，それについて調べようとして
いる。

◎�正の数，負の数の乗法について成り立つ法則
に関心をもち，それについて進んで調べよう
としている。

○�いくつかの数の積を考えること
ができる。

◎�いくつかの数の積を符号や絶対
値に着目して考えることができ
る。

○�乗法の交換法則，結合法則を使
って，いくつかの数の積を求め
ることができる。

◎�乗法の交換法則，結合法則を使
って，いくつかの数の積を工夫
して求めることができる。

○�数を拡張しても，乗法の交換法
則，結合法則が成り立つことを
理解している。

◎�数を拡張しても，乗法の交換法
則，結合法則が成り立つことを
十分に理解している。

４　累乗の計算 ○�累乗の意味を理解し，その計算
ができる。

累乗，２乗，平
方，３乗，立方，
指数

○�同じ数をいくつかかけ合わせる乗法について
関心をもち，計算しようとしている。

◎�同じ数をいくつかかけ合わせる乗法について
関心をもち，約束にしたがって表現したり計
算したりしようとしている。

○�累乗の表し方とその計算ができ
る。

◎�累乗の表し方ができ，その計算
が手際よくできる。

○�累乗の意味とその表し方を理解
している。

◎�累乗の意味とその表し方を十分
に理解している。

５　除法 ○�正の数，負の数の除法の意味を
考え，除法の規則をまとめる。

○正の数，負の数の除法ができる。

除法 ○�正の数，負の数の除法に関心をもち，その規
則を見つけようとしている。

◎�正の数，負の数の除法に関心をもち，その規
則を進んで見つけようとしている。

○�除法の規則を考えることができ
る。

◎�除法の規則を，符号や絶対値に
着目して考えることができる。

○�正の数，負の数の除法の計算を
することができる。

◎�正の数，負の数の除法の計算を
手際よくすることができる。

○�正の数，負の数の除法の規則を
理解している。

◎�正の数，負の数の除法の規則を
十分に理解している。

６　乗法と除法
の混じった
式の計算

○�逆数の意味を負の数に拡張して
とらえ直し，除法を乗法に直し
て計算することを理解し，乗除
の混じった式の計算ができる。

逆数 ○�逆数について関心をもち，乗除の混じった式
の計算をしようとしている。

◎�逆数について関心をもち，除法を乗法に直し
て計算したり，乗除の混じった式の計算をし
たりしようとしている。

○�乗法と除法の混じった式の計算
をすることができる。

◎�乗法と除法の混じった式の計算
を手際よくすることができる。

○�逆数を使うと，除法は乗法に直
すことができることを理解して
いる。

◎�逆数を使うと，除法は乗法に直
すことができることを十分に理
解している。

７　四則の混じ
った式の計
算

○�正の数，負の数の四則の混じっ
た式の計算やかっこのある式の
計算を理解し，その計算ができ
る。

○�正の数，負の数においても分配
法則が成り立つことを確かめる。

分配法則 ○�加減乗除の混じった式の計算に関心をもち，
その方法について考えようとしている。

◎�加減乗除の混じった式の計算に関心をもち，
その方法について進んで考えようとしている。

○�正の数，負の数に拡張しても分
配法則が成り立つことを考える
ことができる。

◎�正の数，負の数に拡張しても分
配法則が成り立つこと，またそ
の意味について考えることがで
きる。

○�四則の混じった式やかっこのあ
る式の計算をすることができる。

◎�四則の混じった式やかっこのあ
る式の計算を手際よくすること
ができる。

○�加減乗除の混じった式の計算の
仕方を理解している。

◎�加減乗除の混じった式の計算の
仕方を十分に理解している。

○�数を拡張しても，分配法則が成
り立つことを理解している。

◎�数を拡張しても，分配法則が成
り立つことを十分に理解してい
る。

８　数のひろが
りと四則

○�数の集合と四則計算の可能性に
ついて理解し，数の概念の理解
を深める。

集合 ○�いろいろな数の集合について関心をもち，四
則計算が自由にできるかどうかを調べようと
している。

◎�いろいろな数の集合について関心をもち，四
則計算が自由にできるかどうかを進んで調べ
ようとしている。

○�自然数から整数へ，整数からす
べての数へと数の集合の拡張に
ついて考えることができる。

◎�四則計算が自由にできるよう
に，自然数から整数へ，整数か
らすべての数へと数の集合を拡
張してきたととらえて考えるこ
とができる。

○�自然数，整数，すべての数の集
合を表した図を読み取ることが
できる。

◎�自然数，整数，すべての数の集
合を表した図を的確に読み取る
ことができる。

○�集合の意味を理解している。
◎�集合の意味を十分に理解してい

る。
○�自然数，整数，すべての数の集

合の，計算についての共通点や
違いを理解している。

◎�自然数，整数，すべての数の集
合の，計算についての共通点や
違いを十分に理解している。

○�練習
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４節　正の数，負の数の利用（１時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解
１　正の数，負

の数の利用
○�身のまわりの問題を，正の数，

負の数を利用して考え，解決し
たり，正の数，負の数を利用し
て表現されたことがらを，場面
に即して読み取り，伝え合った
りすることができる。

○�正の数と負の数を用いることに関心をもち，
身のまわりの問題の解決に利用しようとして
いる。

◎�正の数と負の数を用いることに関心をもち，
様々な事象における変化や状況を表したり処
理したりして，身のまわりの問題の解決に利
用しようとしている。

○�身のまわりの問題を正の数，負
の数を使って考えることができ
る。

◎�身のまわりの問題を正の数，負
の数を使って考え，説明するこ
とができる。

○�基準値からの増減を正の数，負
の数を用いて表すことができる。

◎�基準値を工夫して定め，その値
からの増減を正の数，負の数を
用いて表すことができる。

○�身のまわりの問題の解決に正の
数，負の数が利用できることを
理解している。

◎�身のまわりの問題の解決に正の
数，負の数が利用できることを
十分に理解している。

１章の問題

素数の積（２時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解
１　素因数分解 ○�素数の意味について理解すると

ともに，自然数を素因数分解す
ることができ，それを用いて倍
数の性質についてとらえ直す。

素数，素因数，
素因数分解，素
因数分解する

○�素数や素因数分解について関心をもち，素数
を求めたり自然数を素因数分解したりしよう
としている。

◎�素数や素因数分解について関心をもち，進ん
で素数を求めたり自然数を素因数分解したり
しようとしている。

〇�素因数分解の複数の方法を考え
ることを通して，素因数分解の
表し方が１通りになることにつ
いて考察することができる。

◎�素因数分解の複数の方法を考え
ることを通して，素因数分解の
表し方が１通りになることにつ
いて考察したり，素因数分解し
た式を用いて，倍数の性質をと
らえ直したりすることができる。

○�素数を求めたり，自然数を素因
数分解したりすることができる。

◎�素数を求めたり，自然数を手際
よく素因数分解したりすること
ができる。

○�素数，素因数分解の意味を理解
している。

◎�素数，素因数分解の意味を十分
に理解している。

２　素因数分解
の利用

○�素因数分解を利用して，２つの
自然数の最大公約数と最小公倍
数を求める方法を理解し，求め
ることができる。

○�素因数分解を利用して，最大公約数や最小公
倍数を求めることに関心をもち，その方法に
ついて考えようとしている。

◎�素因数分解を利用して，最大公約数や最小公
倍数を求めることに関心をもち，その方法に
ついて進んで考えようとしている。

○�素因数分解を利用して，最大公
約数や最小公倍数を求める方法
を考えることができる。

◎�素因数分解を利用して，最大公
約数や最小公倍数を求める方法
を見いだし，説明することがで
きる。

○�素因数分解を利用して，２つの
自然数の最大公約数と最小公倍
数を求めることができる。

◎�素因数分解を利用して，２つの
自然数の最大公約数と最小公倍
数を手際よく求めることができ
る。

○�素因数分解を利用して，２つの
自然数の最大公約数と最小公倍
数を求める方法を理解している。

◎�素因数分解を利用して，２つの
自然数の最大公約数と最小公倍
数を求める方法を十分に理解し
ている。

○�練習

・ 赤字：2020年度 追加内容
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２章　文字と式（16時間）
章の目標：文字や文字式の働きとその表し方を理解し，必要に応じてそれを利用することができるとともに，簡単な場合について，文字式の計算の意味を知り，その計算ができる。また，２つの数量の関係を等式や不等式で表し

たり，等式や不等式の意味を読み取ったりすることができる。
章の観点別評価規準例

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を文字や文字を用いた式でとらえたり，
それらの性質や関係を見いだしたりするなど，数学
的に考え表現することに関心をもち，意欲的に数学
を問題の解決に活用して考えたり判断したりしよう
としている。

文字や文字を用いた式についての基礎的・基本的な知識及び技能
を活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現した
り，その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見
方や考え方を身に付けている。

文字を用いた式で表現したり，その意味を読み取っ
たり，文字を用いた式で乗法や除法を表したり，簡
単な１次式の加法と減法の計算をしたりするなど，
技能を身に付けている。

文字を用いることの必要性と意味を理解し，知識を
身に付けている。

１節　文字と式（８時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　文字を使っ
た式

○�数量を，文字を使った式で表し，
文字を使った式のよさを理解す
る。

○�文字を使った式に関心をもち，式で表したり，
式の意味を読み取ったりしようとしている。

◎�文字を使った式で考えることの必要性やよさ
に関心をもち，文字を使った式で表したり，
式の意味を読み取ったりしようとしている。

○�数量を文字を使った式で表すこ
とを考えることができる。

◎�数量を文字を使った式で一般的
に表すことを考えることができ
る。

○�数の代わりに文字を使うことの
必要性と意味を理解している。

◎�数の代わりに文字を使うことの
必要性と意味を十分に理解して
いる。

２　数量を表す
式

○�いろいろな数量を文字を使った
式で表すことができ，さらに文
字を使った式のよさを理解する。

○�文字を用いることに関心をもち，いろいろな
数量を，文字を使った式で表そうとしている。

◎�文字を用いることに関心をもち，いろいろな
数量を，進んで文字を使った式で表そうとし
ている。

○�文字を使った式を用いて数量を
とらえることができる。

◎�文字を使った式を用いて，一般
的に数量をとらえることができ
る。

○�いろいろな数量を文字を使った
式で表すことができる。

◎�いろいろな数量を文字を使った
式で的確に表すことができる。

○�数量の求め方やその結果を一般
的に簡素に表すのに，文字を使
った式が使われることを理解し
ている。

◎�数量の求め方やその結果を一般
的に簡素に表すのに，文字を使
った式が使われることを十分に
理解している。

３　式を書くと
きの約束�
―［1］

○�文字を使った式の積の表し方の
約束を理解する。

○�式を簡潔に表現することに関心をもち，文字
を使った式の積の表し方について考えようと
している。

◎�式を簡潔に表現することに関心をもち，文字
を使った式の積の表し方について進んで考え
ようとしている。

○�文字を使った式を，文字式の積
の表し方の約束にしたがって表
すことができる。

◎�文字を使った式を，文字式の積
の表し方の約束にしたがって簡
潔に表すことができる。

○�文字式の積の表し方の約束を理
解している。

◎�文字式の積の表し方の約束を十
分に理解している。
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４　式を書くと
きの約束�
―［2］

○�文字を使った式の商の表し方の
約束を理解する。

○�文字を使った式を書くときの約
束にしたがって，加減乗除の混
じった式を表すことができる。

○�式を簡潔に表現することに関心をもち，文字
を使った式の商や加減乗除の混じった式の表
し方について考えようとしている。

◎�式を簡潔に表現することに関心をもち，文字
を使った式の商や加減乗除の混じった式の表
し方について進んで考えようとしている。

○�商をふくむ式を，文字式の商の
表し方の約束にしたがって表す
ことができる。

◎�商をふくむ式を，文字式の商の
表し方の約束にしたがって簡潔
に表すことができる。

○�文字式を書くときの約束にした
がって加減乗除の混じった式を
表すことができる。

◎�文字式を書くときの約束にした
がって加減乗除の混じった式を
簡潔に表すことができる。

○�文字式の商の表し方の約束を理
解している。

◎�文字式の商の表し方の約束を十
分に理解している。

５　式による数
量の表し方

○�文字を使った式を書くときの約
束にしたがって，いろいろな数
量を式で表すことができる。

○�式を簡潔に表現することに関心をもち，いろ
いろな数量を式で表そうとしている。

◎�式を簡潔に表現することに関心をもち，式を
書くときの約束にしたがって，いろいろな数
量を式で表そうとしている。

○�式を書くときの約束にしたがっ
て，いろいろな数量を式で表す
ことができる。

◎�式を書くときの約束にしたがっ
て，いろいろな数量を簡潔に式
で表すことができる。

６　式の表す意
味

○�文字を使った式が表している数
量や数の意味を理解できる。

○�文字を用いた式を活用することに関心をも
ち，文字を使った式が表している数量や数の
意味を読み取ろうとしている。

◎�文字を用いた式を活用することに関心をも
ち，文字を使った式が表している数量や数の
意味を進んで読み取ろうとしている。

○�文字を使った式が表している数
量や数の意味を考えることがで
きる。

◎�文字を使った式が表している数
量や数の意味を考え，それを説
明することができる。

○�文字式が表している数量の意味
を理解している。

◎�文字式が表している数量の意味
を十分に理解している。

７　式の値 ○�「代入」や「式の値」の意味を
理解し，実際に代入して式の値
を求めることができる。

代入する，文字
の値，式の値

○�式の値を求めることに関心をもち，式の値を
求めようとする。

◎�式の値を求めることに関心をもち，具体的な
場面と関連づけながら，式の値を求めようと
する。

○�文字に値を代入して，式の値を
求めることができる。

◎�文字に値を代入して，手際よく
式の値を求めることができる。

○�文字の値，代入することの意味
を理解している。

◎�文字の値，代入することの意味
を十分に理解している。

○�練習
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２節　式の計算（５時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　１次式とそ
の項

○�項，係数，１次の項，１次式の
意味を理解し，１次式において，
文字の部分が同じ項どうしを１
つにまとめて計算することがで
きる。

項，係数，１次
の項，１次式

○�文字式の項や係数に関心をもち，文字の部分
が同じ項をまとめようとしている。

◎�文字式の項や係数に関心をもち，文字の部分
が同じ項をまとめることの意味を考えようと
している。

○�文字の部分が同じ項のまとめ方
を考えることができる。

◎�文字の部分が同じ項をまとめる
ことの意味とそのまとめ方を考
えることができる。

○�文字の部分が同じ項どうしの加
法や減法の計算ができる。

◎�文字の部分が同じ項どうしの加
法や減法の計算が手際よくでき
る。

○�式にふくまれる数や文字に着目
して，項，係数，１次式の意味
を理解している。

◎�式にふくまれる数や文字に着目
して，項，係数，１次式の意味
を十分に理解している。

○�文字の部分が同じ項どうしの加
法や減法の計算方法を理解して
いる。

◎�文字の部分が同じ項どうしの加
法や減法の計算方法を十分に理
解している。

２　１次式と数
との乗法

○�１次式と数との乗法の計算の仕
方を理解し，計算することがで
きる。

○�文字式の計算に関心をもち，１次式と数との
乗法の計算をしようとしている。

◎�文字式の計算は，数と同じように操作できる
ことに関心をもち，進んで１次式と数との乗
法の計算をしようとしている。

○�１次式に数をかける計算ができ
る。

◎�１次式に数をかける計算が手際
よくできる。

○�１次式と数との乗法の計算方法
を理解している。

◎�１次式と数との乗法の計算方法
を十分に理解している。

３　１次式を数
でわる除法

○�１次式を数でわる除法の計算の
仕方を理解し，計算することが
できる。

○�文字式の計算に関心をもち，１次式を数でわ
る除法の計算をしようとしている。

◎�文字式の計算は，数と同じように操作できる
ことに関心をもち，進んで１次式を数でわる
除法の計算をしようとしている。

○�１次式を数でわる計算ができる。
◎�１次式を数でわる計算が手際よ

くできる。

○�１次式を数でわる除法の計算方
法を理解している。

◎�１次式を数でわる除法の計算方
法を十分に理解している。

４　１次式の加
法，減法

○�１次式と１次式との加法・減法
の計算の仕方を理解し，計算す
ることができる。

○�文字式の計算に関心をもち，１次式の加法と
減法の計算をしようとしている。

◎�文字式の計算は，数と同じように操作できる
ことに関心をもち，進んで１次式の加法と減
法の計算をしようとしている。

○�１次式の加法と減法の計算がで
きる。

◎�１次式の加法と減法の計算が手
際よくできる。

○�１次式の加法と減法の計算方法
を理解している。

◎�１次式の加法と減法の計算方法
を十分に理解している。

○�練習
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３節　文字と式の利用（１時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　文字を使っ
た式の利用

○�具体的な場面で文字を使った式
を利用して，いろいろなことが
らを説明することができる。

○�マグネットの総数や数当てゲームに関心をも
ち，それらを解決しようとしている。

◎�マグネットの総数や数当てゲームに関心をも
ち，それらを文字を使った式を利用して問題
の解決に生かそうとしている。

○�マグネットの総数や数当てゲー
ムのしくみについて説明できる。

◎�文字を使った式を利用して，マ
グネットの総数や数当てゲーム
のしくみについて説明できる。

○�具体的な場面の問題解決に文字
を使った式が利用できることを
理解している。

◎�具体的な場面の問題解決に文字
を使った式が利用できることを
十分に理解している。

４節　関係を表す式（１時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　等式と不等
式

○�２つの数量が等しいとき，その
関係を等式で表したり，等式の
意味を読み取ったりすることが
できる。

○�２つの数量の大小関係を，不等
式で表したり，不等式の意味を
読み取ったりすることができる。

等式，不等式，
左辺，右辺，両
辺，以上，以下，
≦，≧

○�いろいろな数量の関係を調べることに関心を
もち，等式や不等式で表そうとしている。

◎�いろいろな数量の関係を調べることに関心を
もち，進んで等式や不等式で表そうとしてい
る。

○�２つの数量の関係を，等式や不
等式で表すことを考えることが
できる。

◎�２つの数量の関係を，等式や不
等式で表すことを日常の事象と
関連付けながら考えることがで
きる。

○�２つの数量の関係を，等式や不
等式で表すことができる。

◎�２つの数量の関係を，等式や不
等式で的確に表すことができる。

○�等号や不等号の使い方，及び等
式や不等式の意味を理解してい
る。

◎�等号や不等号の使い方，及び等
式や不等式の意味を十分に理解
している。

２章の問題

３章　１次方程式（12時間）
章の目標：方程式とそれを解くことの意味を知り，等式の性質を使った１次方程式の解法を理解し，それに習熟するとともに，それらを実際的な問題の解決に利用することができる。

章の観点別評価規準例
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を方程式でとらえたり，それらの性質や
関係を見いだしたりするなど，数学的に考え表現す
ることに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に
活用して考えたり判断したりしようとしている。

方程式についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，
事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程を振
り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身に
付けている。

１元１次方程式をつくったり，１元１次方程式に数
を代入して解であることを確かめたり，簡単な１元
１次方程式や比例式を解いたりするなど，技能を身
に付けている。

方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解し，
知識を身に付けている。
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１節　方程式（２時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　方程式とそ
の解

○�等式を成り立たせる文字の値を
調べ，方程式，方程式の解，方
程式を解くことの意味を理解す
る。

方程式，解，解
く

○�等式を成り立たせる文字の値に関心をもち，
それを調べようとしている。

◎�等式を成り立たせる文字の値に関心をもち，
進んでそれを調べようとしている。

○�等式が成り立つ文字の値を求め
る方法を考えることができる。

◎�等式が成り立つ文字の値を求め
る方法を見通しをもって考える
ことができる。

○�数値を代入して，方程式の解を
求めることができる。

◎�数値を代入して，方程式の解を
手際よく求めることができる。

○�方程式の必要性と意味及び方程
式の解，方程式を解くことの意
味を理解している。

◎�方程式の必要性と意味及び方程
式の解，方程式を解くことの意
味を十分に理解している。

２　等式の性質 ○�等式の性質を理解する。
○�等式の性質を使うと，方程式の

解を変えずに式変形（同値変形）
できることを理解する。

○�等式のもつ性質に関心をもち，それを調べよ
うとしている。

◎�等式のもつ性質に関心をもち，進んでそれを
調べようとしている。

○�等式の性質を使って方程式を変
形する方法を考えることができ
る。

◎�等式の性質を使って方程式を変
形することを，式を同値変形し
たものととらえて考えることが
できる。

○�等式の性質，及び等式の性質を
使って方程式を変形しても，そ
の解は変わらないことを理解し
ている。

◎�等式の性質，及び等式の性質を
使って方程式を変形しても，そ
の解は変わらないことを十分に
理解している。

２節　１次方程式の解き方（６時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　等式の性質
を使った方
程式の解き
方

○�等式の性質を使って方程式を解
く方法を理解する。

○�方程式を解く方法に関心をもち，等式の性質
を使って考えようとしている。

◎�方程式を解く方法に関心をもち，進んで等式
の性質を使って考えようとしている。

○�等式の性質を使って，１次方程
式を解くことができる。

◎�等式の性質を使って，１次方程
式を解いたり，求めた値が解で
あることを確かめたりすること
ができる。

○�簡単な１次方程式について，等
式の性質を使った解き方を理解
している。

◎�簡単な１次方程式について，等
式の性質を使った解き方を十分
に理解している。

２　１次方程式
の解き方

○�移項の意味や１次方程式の意味
を理解する。

○�移項を使って１次方程式を解く
ことができる。

移項，１次方程
式

○�方程式を手際よく解く方法に関心をもち，そ
の方法を考えようとしている。

◎�方程式を手際よく解く方法に関心をもち，進
んでその方法を考えようとしている。

○�移項という操作に着目し，方程
式を解く方法を考えることがで
きる。

◎�移項という操作に着目し，方程
式を手際よく解く方法を考える
ことができる。

○�移項を使って，１次方程式を解
くことができる。

◎�移項を使って，１次方程式を手
際よく解くことができる。

○�移項は等式の性質をもとにした
形式的な操作であることを理解
している。

◎�移項は等式の性質をもとにした
形式的な操作であることを十分
に理解している。

○�移項の考えを使って，１次方程
式を解く方法を理解している。

◎�移項の考えを使って，１次方程
式を解く方法を十分に理解して
いる。
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３　かっこや小
数をふくむ
１次方程式
の解き方

○�かっこのある１次方程式や，係
数に小数がある１次方程式を解
く手順を理解し，解くことがで
きる。

○�かっこのある１次方程式や，係数に小数があ
る１次方程式の解き方に関心をもち，その方
法を考えようとしている。

◎�かっこのある１次方程式や，係数に小数があ
る１次方程式の解き方に関心をもち，進んで
その方法を考えようとしている。

○�分配法則や等式の性質を使って
方程式を解く方法を考えること
ができる。

◎�分配法則や等式の性質を使って
方程式を手際よく解く方法を考
えることができる。

○�かっこのある１次方程式，係数
に小数のある１次方程式を解く
ことができる。

◎�かっこのある１次方程式，係数
に小数のある１次方程式を簡単
な形に直して解くことができる。

○�かっこのある１次方程式，係数
に小数のある１次方程式の解き
方を理解している。

◎�かっこのある１次方程式，係数
に小数のある１次方程式の解き
方を十分に理解している。

４　分数をふく
む１次方程
式の解き方

○�係数に分数がある１次方程式を
解く手順を理解し，解くことが
できる。

○�係数に分数がある１次方程式の解き方に関心
をもち，その方法を考えようとしている。

◎�係数に分数がある１次方程式の解き方に関心
をもち，進んでその方法を考えようとしてい
る。

○�係数に分数がある１次方程式を
解くことができる。

◎�係数に分数がある１次方程式を
簡単な形に直して解くことがで
きる。

○�係数に分数がある１次方程式の
解き方を理解している。

◎�係数に分数がある１次方程式の
解き方を十分に理解している。

５　比例式とそ
の解き方

○�比例式の意味と比の性質を理解
する。

○�比の性質を使って，方程式の問
題を解くことができる。

比の値，比例式，
比例式を解く

○�比の性質に関心をもち，それを使って，比例
式の中にふくまれる文字の値を求めようとし
ている。

◎�比の性質に関心をもち，それを使って，比例
式の中にふくまれる文字の値を進んで求めよ
うとしている。

○�比の性質について考えることが
できる。

◎�比の性質が成り立つことを帰納
的に考えることができる。

○�比例式を解くことができる。
◎�比例式を手際よく解くことがで

きる。

○�比の値や比例式の意味を知り，
比の性質や比例式を解く手順を
理解している。

◎�比の値や比例式の意味を知り，
比の性質や比例式を解く手順を
十分に理解している。

○�練習

３節　１次方程式の利用（３時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　１次方程式
を使った問
題の解き方

○�実際的な問題を方程式を使っ
て，解決するための考え方と手
順を理解し，問題を解くことが
できる。

○�実際的な問題に関心をもち，１次方程式を活
用して，解決しようとしている。

◎�実際的な問題に関心をもち，進んで１次方程
式を活用して，解決しようとしている。

○�具体的な事象の中の等しい関係
に着目して数量関係をとらえ，
１元１次方程式をつくることが
できる。

◎�具体的な事象の中の等しい関係
に着目して数量関係をとらえ，
図や表などを利用して１元１次
方程式をつくることができる。

○�問題の中の数量やその関係を文
字を用いた式で表し，それをも
とにしてつくった１元１次方程
式を解くことができ，解の吟味
ができる。

◎�問題の中の数量やその関係を文
字を用いた式で表し，それをも
とにしてつくった１元１次方程
式を手際よく解くことができ，
的確に解の吟味ができる。

○�具体的な場面において，１次方
程式を使って問題を解決する考
え方や，手順を理解している。

◎�具体的な場面において，１次方
程式を使って問題を解決する考
え方や，手順を十分に理解して
いる。
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２　速さの問題
と１次方程
式

○�道のり・速さ・時間の関係に着
目して方程式を立式することに
より，道のり・速さ・時間に関
する問題を解くことができる。

○�道のり・速さ・時間に関する問題に関心をも
ち，１次方程式を活用して，解決しようとし
ている。

◎�道のり・速さ・時間に関する問題に関心をも
ち，進んで１次方程式を活用して，解決しよ
うとしている。

○�道のり・速さ・時間に関する問
題における数量の関係をとら
え，１元１次方程式をつくるこ
とができる。

◎�道のり・速さ・時間に関する問
題における数量の関係をとら
え，図や表などを利用して１元
１次方程式をつくることができ
る。

○�つくった１元１次方程式を解く
ことができ，解の吟味ができる。

◎�つくった１元１次方程式を手際
よく解くことができ，的確に解
の吟味ができる。

○�道のり・速さ・時間の関係を理
解している。

◎�道のり・速さ・時間の関係を十
分に理解している。

３　解の意味 ○�実際的な問題を方程式を使って
解決するとき，問題の条件を考
え，方程式の解の意味を解釈し
て問題に答えることができる。

○�方程式の解の意味に関心をもち，その意味を
考えようとしている。

◎�方程式の解の意味に関心をもち，進んでその
意味を考えようとしている。

○�求めた解や解決の方法が適切で
あるかどうかを振り返って考え
ることができる。

◎�求めた解や解決の方法が適切で
あるかどうかを事象に即して振
り返って考えることができる。

○�方程式を使って問題を解くと
き，解がそのまま答えにならな
い場合もあることを理解してい
る。

◎�方程式を使って問題を解くと
き，解がそのまま答えにならな
い場合もあることを十分に理解
している。

３章の問題

４章　量の変化と比例，反比例（17時間）
章の目標：具体的な事象のなかのともなって変わる２つの数量に着目し，２つの数量の関係を一方が他方の関数であるという関係としてとらえ，それらの変化や対応を，表，式，グラフで表す方法や考え方を理解するとともに，

比例，反比例について考察し，それらの理解を深める。

章の観点別評価規準例
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を比例，反比例などでとらえたり，表，式，
グラフなどで表したりするなど，数学的に考え表現
することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりしようとしている。

比例，反比例などについての基礎的・基本的な知識及び技能を活
用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，
その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や
考え方を身に付けている。

比例，反比例などの関数関係を，表，式，グラフな
どを用いて的確に表現したり，数学的に処理したり
するなど，技能を身に付けている。

関数関係の意味，比例や反比例の意味，座標の意味，
比例や反比例の関係を表す表，式，グラフの特徴な
どを理解し，知識を身に付けている。
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１節　量の変化（２時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　ともなって
変わる２つ
の量

○�ある数量が変化するとき，それ
にともなって変わる数量を調
べ，関数の意味を理解する。

y は x の関数で
ある

○�事象の中から，ともなって変わる２つの数量
に関心をもち，対応関係を見いだそうとして
いる。

◎�事象の中から，ともなって変わる２つの数量
に関心をもち，進んで対応関係を見いだそう
としている。

○�数量の関係をグラフで表したも
のをもとにして，対応する数量
を求めることができる。

◎�数量の関係をグラフで表したも
のをもとにして，対応する数量
を手際よく求めることができる。

○�「yはxの関数である」ことの意
味を理解している。

◎�「yはxの関数である」ことの意
味を十分に理解している。

２　２つの数量
の関係の調
べ方

○�yがxの関数であるとき，xとy
の関係を調べるには，表，グ
ラフ，式などが使われること
を理解する。

○�変数や変域の意味を理解すると
ともに，変域の表し方を理解す
る。

変数，変域 ○�ともなって変わる２つの数量の関係を調べる
ことに関心をもち，表，グラフ，式などで表
したり，変域の表し方について考えたりしよ
うとしている。

◎�ともなって変わる２つの数量の関係を調べる
ことに関心をもち，進んで表，グラフ，式な
どで表したり，変域の表し方について考えた
りしようとしている。

○�ともなって変わる２つの数量の
関係を，表，グラフ，式に表す
ことができる。

◎�ともなって変わる２つの数量の
関係を，表，グラフ，式に手際
よく表すことができる。

○�変数の変域を求め，それを不等
号を使って表したり，数直線上
に表したりすることができる。

◎�変数の変域を求め，それを不等
号を使って的確に表したり，数
直線上に的確に表したりするこ
とができる。

○�事象の中の関係をとらえるの
に，表，グラフ，式が有効に使
われることを理解している。

◎�事象の中の関係をとらえるの
に，表，グラフ，式が有効に使
われることを十分に理解してい
る。

○�変数，変域の意味を理解してい
る。

◎�変数，変域の意味を十分に理解
している。

２節　比例（７時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　比例―［1］ ○�具体的な事象を通して，変域に
負の数がふくまれる場合もふく
めた比例の定義とその特徴を理
解する。

定 数，y は x に
比例する，比例
定数

○�比例について関心をもち，xの変域を負の数
にひろげ，比例の意味について考えようとし
ている。

◎�比例について関心をもち，xの変域を負の数
にひろげ，比例の意味について進んで考えよ
うとしている。

○�事象の中から，２つの数量が比
例の関係になるものを見いだし
て考えることができる。

◎�事象の中から，２つの数量が比
例の関係になるものを見いだ
し，xの変域を負の数もふくむ
数にまで拡張して考えることが
できる。

○�与えられた条件から，比例定数
や式を求めることができる。

◎�与えられた条件から，比例定数
や式を的確に求めることができ
る。

○�xの変域が負の数もふくむ数の
範囲において，「yはxに比例す
る」ことや，比例定数の意味を
理解している。

◎�xの変域が負の数もふくむ数の
範囲において，「yはxに比例する」
ことや，比例定数の意味を既習
内容と関連付けて理解している。
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２　比例―［2］ ○�比例定数が負の数の場合にも，
正の数の場合に成り立つ比例の
性質が成り立つことを理解する。

○�比例について関心をもち，比例定数が負の数
の場合について，比例の意味を考えようとし
ている。

◎�比例について関心をもち，比例定数が負の数
の場合について，進んで比例の意味を考えよ
うとしている。

○�比例定数が負の数の場合にも，
比例の性質が成り立つことを考
えることができる。

◎�比例定数が負の数の場合にも，
正の数の場合と同様に比例の性
質が成り立つことを考え，共通
点やちがいを見いだすことがで
きる。

○�与えられた条件から，比例定数
や式を求めることができる。

◎�与えられた条件から，比例定数
や式を的確に求めることができ
る。

○�比例定数が負の数の場合にも，
比例の性質が成り立つことを理
解している。

◎�比例定数が負の数の場合にも，
正の数の場合と同様に比例の性
質が成り立つことを理解してい
る。

３　座標 ○�変域を負の数の範囲までひろげ
てグラフがかけるように座標を
考える必要性を理解し，点の位
置を座標を使って表す方法を知
る。

x 軸，y 軸， 座
標軸，原点，座
標平面，座標，
x座標，y座標

○�グラフをかくことに関心をもち，座標平面上
の点の表し方を考えようとしている。

◎�変域を負の数の範囲までひろげてグラフをか
くことに関心をもち，進んで座標平面上の点
の表し方を考えようとしている。

○�平面上の点の位置の表し方を考
えることができる。

◎�平面上の点の位置の表し方を，
数直線を負の数まで拡張したと
とらえて考えることができる。

○�点の座標を読んだり，座標に対
応する点を示したりすることが
できる。

◎�点の座標を読んだり，座標に対
応する点を示したりすることが
的確にできる。

○�平面上の点の位置を表すのに座
標が使われることの意味を理解
している。

◎�平面上の点の位置を表すのに座
標が使われることの意味を十分
に理解している。

４　比例のグラ
フ―［1］

○�比例定数が正の数の場合の比例
のグラフをかくことができ，そ
のグラフの特徴を理解する。

○�比例のグラフに関心をもち，比例定数が正の
場合について調べようとしている。

◎�比例のグラフに関心をもち，比例定数が正の
場合について進んで調べようとしている。

○�比例定数が正の数の場合につい
て，比例のグラフの特徴を見い
だすことができる。

◎�比例定数が正の数の場合につい
て，変化や対応に着目して比例
のグラフの特徴を見いだすこと
ができる。

○�比例定数が正の数の場合の比例
のグラフをかくことができる。

◎�比例定数が正の数の場合の比例
のグラフを手際よくかくことが
できる。

○�比例定数が正の数の場合の比例
のグラフの特徴を理解している。

◎�比例定数が正の数の場合の比例
のグラフの特徴を十分に理解し
ている。

５　比例のグラ
フ―［2］

○�比例定数が負の数の場合の比例
のグラフをかくことができ，そ
のグラフの特徴を理解する。

○�比例のグラフに関心をもち，比例定数が負の
場合について調べようとしている。

◎�比例のグラフに関心をもち，比例定数が負の
場合について進んで調べようとしている。

○�比例定数が負の数の場合につい
て，比例のグラフの特徴を見い
だすことができる。

◎�比例定数が負の数の場合につい
て，変化や対応に着目して比例
のグラフの特徴を見いだすこと
ができる。

○�比例定数が負の数の場合の比例
のグラフをかくことができる。

◎�比例定数が負の数の場合の比例
のグラフを手際よくかくことが
できる。

○�比例定数が負の数の場合の比例
のグラフの特徴を理解している。

◎�比例定数が負の数の場合の比例
のグラフの特徴を正の数の場合
と関連付けて理解している。

６　比例のグラ
フのかき方

○�比例のグラフの特徴を利用した
グラフのかき方を理解する。

○�比例のグラフをかくことに関心をもち，比例
のグラフの特徴を利用してグラフをかこうと
している。

◎�比例のグラフをかくことに関心をもち，比例
のグラフの特徴を利用して進んでグラフをか
こうとしている。

○�２点を決めて比例のグラフをか
く方法を見いだすことができる。

◎�２点が決まれば直線が一意に決
まることをもとにして，比例の
グラフをかく方法を見いだすこ
とができる。

○�比例のグラフを，原点とそれ以
外の１点を決めて直線をひき，
かくことができる。

◎�比例のグラフを，原点とそれ以
外の１点を決めて直線をひき，
手際よくかくことができる。

○�原点とそれ以外の１点を利用し
て，比例のグラフをかくことを
理解している。

◎�原点とそれ以外の１点を利用し
て，比例のグラフをかくことを
十分に理解している。

７　比例の式の
求め方

○�与えられた条件や比例のグラフ
から，xとyの関係を表す式を
求めることができる。

○�比例の関係に関心をもち，１組のx，yの値か
ら，比例の式を求めようとしている。

◎�比例の関係に関心をもち，進んで１組のx，y
の値から，比例の式を求めようとしている。

○�原点以外の１点の座標を決めれ
ば比例の式が決まることを考え
ることができる。

◎�原点以外の任意の１点の座標が
わかれば比例の式が一意に決ま
ることを考えることができる。

○�与えられた条件や比例のグラフ
から，xとyの関係を表す式を
求めることができる。

◎�与えられた条件や比例のグラフ
から，xとyの関係を表す式を
手際よく求めることができる。

○�比例の式の求め方を理解してい
る。

◎�比例の式の求め方を十分に理解
している。
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３節　反比例（５時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　反比例 ○�具体的な事象の中に，反比例す
る２つの数量を見いだすことが
できる。

○�変域に負の数がふくまれる場合
もふくめて，反比例の定義とそ
の特徴を理解する。

y は x に反比例
する，比例定数

○�反比例の関係に関心をもち，具体的な事象の中
から反比例の関係を見いだそうとしている。

◎�反比例の関係に関心をもち，進んで具体的な
事象の中から反比例の関係を見いだそうとし
ている。

○�反比例の関係を調べ，その特徴
を見いだすことができる。

◎�反比例の関係を表，式などを用
いて調べ，その特徴を変域が負
の数の場合や比例定数が負の数
の場合において見いだすことが
できる。

○�反比例する２つの数量の関係
を，表，式に表すことができる。

◎�反比例する２つの数量の関係
を，表，式に的確に表すことが
できる。

○�「yはxに反比例する」ことの意
味を理解している。

◎�「yはxに反比例する」ことの意
味を十分に理解している。

２　反比例のグ
ラフ―［1］

○�比例定数が正の数の場合の反比
例のグラフをかくことができる
とともに，グラフの特徴を理解
する。

○�反比例のグラフに関心をもち，比例定数が正
の場合について調べようとしている。

◎�反比例のグラフに関心をもち，比例定数が正
の場合について進んで調べようとしている。

○�比例定数が正の数の場合につい
て，反比例のグラフの特徴を見
いだすことができる。

◎�比例定数が正の数の場合につい
て，変化や対応に着目して反比
例のグラフの特徴を見いだすこ
とができる。

○�比例定数が正の数の場合の反比
例のグラフをかくことができる。

◎�比例定数が正の数の場合の反比
例のグラフを手際よくかくこと
ができる。

○�比例定数が正の数の場合の反比
例のグラフの特徴を理解してい
る。

◎�比例定数が正の数の場合の反比
例のグラフの特徴を十分に理解
している。

３　反比例のグ
ラフ―［2］

○�比例定数が負の数の場合の反比
例のグラフをかくことができる
とともに，グラフの特徴を理解
する。

双曲線 ○�反比例のグラフに関心をもち，比例定数が負
の場合について調べようとしている。

◎�反比例のグラフに関心をもち，比例定数が負
の場合について進んで調べようとしている。

○�比例定数が負の数の場合につい
て，反比例のグラフの特徴を見
いだすことができる。

◎�比例定数が負の数の場合につい
て，変化や対応に着目して反比
例のグラフの特徴を見いだすこ
とができる。

○�比例定数が負の数の場合の反比
例のグラフをかくことができる。

◎�比例定数が負の数の場合の反比
例のグラフを手際よくかくこと
ができる。

○�比例定数が負の数の場合の反比
例のグラフの特徴を理解してい
る。

◎�比例定数が負の数の場合の反比
例のグラフの特徴を正の数の場
合と関連付けて理解している。

４　反比例の式
の求め方

○�与えられた条件や反比例のグラ
フから，xとyの関係を表す式
を求めることができる。

○�反比例の関係に関心をもち，１組のx，yの値
から，反比例の式を求めようとしている。

◎�反比例の関係に関心をもち，進んで１組のx，
yの値から，反比例の式を求めようとしている。

○�１点の座標を決めれば反比例の
式が決まることを考えることが
できる。

◎�任意の１点の座標がわかれば反
比例の式が一意に決まることを
考えることができる。

○�与えられた条件や反比例のグラ
フから，xとyの関係を表す式
を求めることができる。

◎�与えられた条件や反比例のグラ
フから，xとyの関係を表す式
を手際よく求めることができる。

○�反比例の式の求め方を理解して
いる。

◎�反比例の式の求め方を十分に理
解している。

○�練習
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４節　関数の利用（２時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　身のまわり
の問題への
利用

○�身のまわりの事象から，比例の
関係にある２つの数量を見いだ
し，グラフを利用して問題を解
決することができる。

○�身のまわりの事象を，グラフを用いて説明す
ることに関心をもち，問題の解決に生かそう
としている。

◎�身のまわりの事象を，グラフを用いて説明す
ることに関心をもち，進んで問題の解決に生
かそうとしている。

○�身のまわりの事象を表したグラ
フを読み取って，問題を解決す
ることができる。

◎�身のまわりの事象を表したグラ
フを読み取って，表と式を活用
しながら，問題を解決すること
ができる。

○�事象のようすから，２つの数量
の関係の表をかいたり，式や変
域を求めたりすることができる。

◎�事象のようすから，２つの数量
の関係の表を手際よくかいた
り，式や変域を手際よく求めた
りすることができる。

２　図形への利
用

○�図形の問題から，比例や反比例
の関係にある２つの数量を見い
だし，比例や反比例の考えを利
用して問題を解決することがで
きる。

○�図形の問題を，比例や反比例の考えを用いて
説明することに関心をもち，問題の解決に生
かそうとしている。

◎�図形の問題を，比例や反比例の考えを用いて
説明することに関心をもち，進んで問題の解
決に生かそうとしている。

○�図形の中に現れる２つの数量の
関係から比例や反比例を見いだ
し，問題を説明することができる。

◎�図形の中に現れる２つの数量の
関係から比例や反比例を見いだ
し，変域に注意しながらその変
化や対応の特徴をとらえ，問題
を説明することができる。

○�事象のようすから，２つの数量
の関係を表，グラフ，式に表し
たり，変域を求めたりすること
ができる。

◎�事象のようすから，２つの数量
の関係を表，グラフ，式に的確
に表したり，変域を手際よく求
めたりすることができる。

４章の問題

５章　平面の図形（15時間）
章の目標：平面において，直線や円，２直線の位置関係などについて理解し，図形を考察するための基礎をつくる。また，図形の移動の概念を理解し，図形を条件を満たす点の集合としてとらえ，基本的な作図の方法について理

解するとともに，これらを具体的な場面で活用する。

章の観点別評価規準例
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を平面図形でとらえたり，それらの性質
や関係を見いだしたりするなど，数学的に考え表現
することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりしようとしている。

平面図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しなが
ら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程
を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を
身に付けている。

長さの関係や角の大きさや２直線の関係について記
号を使って表現したり，図形を移動してかいたり，
基本的な作図をしたりするなど，技能を身に付けて
いる。

平面図形についての性質や関係，平行移動や対称移
動及び回転移動，基本的な作図の方法などを理解し，
知識を身に付けている。
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１節　平面図形とその調べ方（４時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　直線，半直
線，線分

○�線を点が動いた跡としてとらえ
る。また，直線を無限直線とと
らえ，直線や半直線，線分の概
念を理解する。

交点，半直線，
線分，直線AB，�
線分AB

○�身のまわりにある平面の図形に関心をもち，
線について考えようとしている。

◎�身のまわりにある平面の図形に関心をもち，
線について進んで考えようとしている。

○�線を点が動いた跡としてとらえ
ることができる。

◎�線を点が動いた跡として，日常
の事象と関連付けながらとらえ
ることができる。

○�線分や半直線を延長することが
できる。

◎�線分や半直線を手際よく延長す
ることができる。

○�直線，半直線，線分の意味を理
解している。

◎�直線，半直線，線分の意味を十
分に理解している。

２　点と点との
距離

○�点と点との距離について理解す
るとともに，１点から等しい距
離にある点の集合である円につ
いて理解を深める。

２ 点A，B間 の
距離，AB，円O，
弧，弧AB，⌒，
弦，弦AB

○�点と点を結ぶ線や１点から等しい距離にある
点に関心をもち，条件を満たす図をかこうと
している。

◎�点と点を結ぶ線や１点から等しい距離にある
点に関心をもち，進んで条件を満たす図をか
こうとしている。

○�円を１点からの距離が等しくな
るように点が動いてできる図形
としてとらえることができる。

◎�円を１点からの距離が等しくな
るように点が動いてできる図形
としてとらえたり，弦と中心の
関係を考えたりすることができ
る。

○�２つの線分の長さが等しいこと
を，AB＝CD のように表すこ
とができる。

◎�２つの線分の長さが等しいこと
を，AB＝CD のように的確に
表すことができる。

○�２点間の距離や，円の弧，弦の
意味を理解している。

◎�２点間の距離や，円の弧，弦の
意味を十分に理解している。

３　平面上の２
直線

○�平面上の２直線の位置関係につ
いて調べ，平行や垂直の概念を
理解する。

○�２直線の交わるようすを調べる
には，角に着目すればよいこと
を学び，角の多様な見方や表記
の方法を知る。

//，⊥，垂線，
∠

○�２直線の位置の関係や２直線のつくる角につ
いて関心をもち，それらについて調べようと
している。

◎�２直線の位置の関係や２直線のつくる角につ
いて関心をもち，それらについて進んで調べ
ようとしている。

○�位置関係や角について，観察，
操作や実験を通して考えること
ができる。

◎�位置関係や角について，観察，
操作や実験を通して，日常の事
象と関連付けながら考えること
ができる。

○�記号//，⊥，∠を使うことがで
きる。

◎�記号//，⊥，∠を的確に使うこ
とができる。

○�２直線の位置関係としての平
行，垂直の意味や，２直線がつ
くる角について理解している。

◎�２直線の位置関係としての平
行，垂直の意味や，２直線がつ
くる角について十分に理解して
いる。

４　点と直線，
円と直線

○�点と直線との距離，平行な２直
線間の距離の意味を理解する。

○�円と直線との位置関係を知り，
円の接線について理解する。

点Pと直線ℓと
の距離，平行線
ℓ，m 間 の 距
離，接する，接
線，接点

○�点と直線との距離や円と直線との位置の関係
について関心をもち，それらについて調べよ
うとしている。

◎�点と直線との距離や円と直線との位置の関係
について関心をもち，それらについて進んで
調べようとしている。

○�円と直線が１点だけで交わる場
合について，考えることができ
る。

◎�円と直線が１点だけで交わる場
合について，中心からの距離に
着目して考えることができる。

○�点と直線との距離，平行な２直
線間の距離を求めたり，円周上
の１点を通るその円の接線をひ
いたりすることができる。

◎�点と直線との距離，平行な２直
線間の距離を的確に求めたり，
円周上の１点を通るその円の接
線を手際よくひいたりすること
ができる。

○�点と直線との距離，平行な２直
線間の距離や，円と直線が接す
ること，接線，接点の意味，円
の接線はその接点を通る半径に
垂直であることを理解している。

◎�点と直線との距離，平行な２直
線間の距離や，円と直線が接す
ること，接線，接点の意味，円
の接線はその接点を通る半径に
垂直であることを十分に理解し
ている。
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２節　図形の移動（４時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　いろいろな
移動

○�移動の意味を知り，移動には平
行移動，回転移動，対称移動の
３つがあることを理解する。

移動，平行移動，
回転移動，対称
移動，回転の中
心，対称軸

○�模様の中に現れる図形に関心をもち，１つの
図形を移動するという見方で調べようとして
いる。

◎�模様の中に現れる図形に関心をもち，１つの
図形を移動するという見方で進んで調べよう
としている。

○�模様の中に現れる図形を，１つ
の図形を移動するという見方で
考えることができる。

◎�模様の中に現れる図形を，１つ
の図形を移動するという見方で
日常の事象と関連付けながら考
えることができる。

○�対称移動させた場合の対称軸
や，回転移動させた場合の回転
の中心を求めることができる。

◎�対称移動させた場合の対称軸
や，回転移動させた場合の回転
の中心を手際よく求めることが
できる。

○�平行移動，回転移動，対称移動
の意味を理解している。

◎�平行移動，回転移動，対称移動
の意味を十分に理解している。

２　移動させた
図形ともと
の図形

○�移動させた図形ともとの図形の
間に成り立つ性質を理解する。

△ ○�移動させた図形ともとの図形の間に成り立つ
性質に関心をもち，性質を調べようとしてい
る。

◎�移動させた図形ともとの図形の間に成り立つ
性質に関心をもち，進んで性質を調べようと
している。

○�移動させた図形ともとの図形の
関係を考えることができる。

◎�移動させた図形ともとの図形の
間に成り立つ性質を考えること
ができる。

○�平行な線分，長さが等しい線分，
垂直に交わる線分などを見いだ
すことができる。

◎�平行な線分，長さが等しい線分，
垂直に交わる線分などを的確に
見いだすことができる。

○�移動させた図形ともとの図形の
間に成り立つ性質，点対称移動
の意味を理解している。

◎�移動させた図形ともとの図形の
間に成り立つ性質，点対称移動
の意味を十分に理解している。

３　図形の移動 ○�与えられた条件のもとで，移動
させた図形をかくことができる。

○�与えられた条件のもとで図形を移動させるこ
とに関心をもち，移動させた図形をかこうと
している。

◎�与えられた条件のもとで図形を移動させるこ
とに関心をもち，進んで移動させた図形をか
こうとしている。

○�図形を移動させる方法を考える
ことができる。

◎�与えられた条件のもとで，図形
を移動させる方法を考えること
ができる。

○�与えられた条件のもとで，移動
させた図形をかくことができる。

◎�与えられた条件のもとで，移動
させた図形を手際よくかくこと
ができる。

○�平行移動，回転移動，対称移動
の３つが，図形の移動の基本で
あることを理解している。

◎�平行移動，回転移動，対称移動
の３つが，図形の移動の基本で
あることを十分に理解している。

○�練習

３節　図形と作図（５時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　条件を満た
す点の集合

○�円や平行線を，条件を満たす点
の集まりとみることができる。
また，２つの条件をともに満た
す点の集まりについて調べ，そ
の意味を理解する。

○�円や直線に関心をもち，条件を満たす点の集
まりという見方で調べようとしている。

◎�円や直線に関心をもち，条件を満たす点の集
まりという見方で進んで調べようとしている。

○�円や平行な直線を，条件を満た
す点の集まりとみることができ
る。

◎�円や平行な直線を，日常の事象
と関連付けながら，条件を満た
す点の集まりとみることができ
る。

○�条件を満たす点を図に示すこと
ができる。

◎�条件を満たす点を的確に図に示
すことができる。
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２　線分の垂直
二等分線

○�線分の垂直二等分線上の点は，
その線分の両端の２点から等距
離にあり，２点からの距離が等
しい点は，その２点を結ぶ線分
の垂直二等分線上にあることを
理解する。

○�線分の垂直二等分線の作図がで
きる。

垂直二等分線，
中点，作図

○�線分の垂直二等分線に関心をもち，それにつ
いて作図しようとしている。

◎�線分の垂直二等分線に関心をもち，それにつ
いて進んで作図しようとしている。

○�線分の垂直二等分線と２点との
距離の関係を考えることができ
る。

◎�線分の垂直二等分線を，２点か
ら等しい距離にある点の集まり
とみることができる。

○�線分の垂直二等分線や中点を作
図することができる。

◎�線分の垂直二等分線や中点を手
際よく作図することができる。

○�作図の意味を知り，線分の垂直
二等分線の作図方法を理解して
いる。

◎�作図の意味を知り，線分の垂直
二等分線の作図方法を十分に理
解している。

３　角の二等分
線

○�角の二等分線上の点は，その角
の２辺から等距離にあり，角の
２辺からの距離が等しい点は，
その角の二等分線上にあること
を理解する。

○�角の二等分線の作図ができる。

二等分線 ○�角の二等分線に関心をもち，それについて作
図しようとしている。

◎�角の二等分線に関心をもち，それについて進
んで作図しようとしている。

○�角の二等分線と２辺との距離の
関係を考えることができる。

◎�角の二等分線を２辺から等しい
距離にある点の集まりとみるこ
とができる。

○�角の二等分線や垂線を作図する
ことができる。

◎�角の二等分線や垂線を手際よく
作図することができる。

○�角の二等分線の作図方法を理解
している。

◎�角の二等分線の作図方法を十分
に理解している。

４　いろいろな
作図

○�基本的な作図の方法や発想を活
用し，垂線や円の接線の作図の
仕方を考え，作図することがで
きる。

○�作図に関心をもち，基本的な作図をもとにし
て，垂線や円の接線を作図しようとしている。

◎�作図に関心をもち，基本的な作図をもとにし
て，進んで垂線や円の接線を作図しようとし
ている。

○�垂線や円の接線の作図の仕方
を，説明することができる。

◎�垂線や円の接線の作図の仕方
を，線分の垂直二等分線の作図
の仕方を活用して考えたり説明
したりすることができる。

○�垂線や円の接線を作図すること
ができる。

◎�垂線や円の接線を手際よく作図
することができる。

○�垂線の作図や，円の接線の作図
方法を理解している。

◎�垂線の作図や，円の接線の作図
方法を十分に理解している。

○�練習

４節　移動と作図の利用（１時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　移動と作図
の利用

○�図形を動かした跡にできる線に
ついて調べ，作図することがで
きる。

○�移動や作図を活用して身のまわ
りの問題を解決することができ
る。

○�移動や作図を活用して身のまわりの問題を解
決することに関心をもち，それらについて考
えようとしている。

◎�移動や作図を活用して進んで身のまわりの問
題を解決することに関心をもち，それらにつ
いて考えたり説明したりしようとしている。

○�最短の道のりを移動によって考
えることができる。

◎�最短の道のりを移動によって考
えたり，作図の方法を考えたり
することができる。

○�図形を転がしたときに点が動い
た跡にできる線や，線対称な点
の位置を作図することができる。

◎�図形を転がしたときに点が動い
た跡にできる線や，線対称な点
の位置を手際よく作図すること
ができる。

５章の問題
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６章　空間の図形（19時間）
章の目標：��空間にある図形を観察，操作や実験を通して考察し，空間図形についての理解を深める。

また，図形の計量についての能力を伸ばす。
章の観点別評価規準例

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を空間図形でとらえたり，それらの性質
や関係を見いだしたりするなど，数学的に考え表現
することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりしようとしている。

空間図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しなが
ら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現したり，その過程
を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を
身に付けている。

空間図形を見取図，展開図，投影図によって適切に
表現したり，図形の計量をしたりするなど，技能を
身に付けている。

空間図形についての性質や関係，空間における図形
の位置関係，図形の計量の仕方などを理解し，知識
を身に付けている。

１節　立体とその調べ方（７時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　いろいろな
立体

○�空間にある基本的な立体をいろ
いろな観点から考察することを
通して，立体の特徴を理解する。

多面体，正三角
柱，正四角柱

○�立体をいろいろな観点から分類することに関
心をもち，その特徴をまとめようとしている。

◎�立体をいろいろな観点から分類することに関
心をもち，進んでその特徴をまとめようとし
ている。

○�立体を分類することができる。
◎�立体を面の特徴に着目して分類

することができる。

○�多面体，角柱の意味を理解して
いる。

◎�多面体，角柱の意味を十分に理
解している。

２　角すい，円
すい

○�角すい，円すいの特徴を調べ，
それを理解する。

角すい，円すい，
底面，側面，高
さ，三角すい，
四角すい，正三
角すい，正四角
すい

○�角すいや円すいに関心をもち，特徴を調べよ
うとしている。

◎�角すいや円すいに関心をもち，進んで特徴を
調べようとしている。

○�角すい，円すいの意味を理解し
ている。

◎�角すい，円すいの意味を十分に
理解している。

３　角すい，円
すいの展開
図

○�角すい，円すいの展開図をかい
てその特徴を調べ，角すい，円
すいについての理解を深める。

おうぎ形，中心
角

○�角すい，円すいの展開図をかくことに関心を
もち，その特徴を調べようとしている。

◎�角すい，円すいの展開図をかくことに関心を
もち，進んでその特徴を調べようとしている。

○�円すいの展開図をかき，その特
徴を調べることができる。

◎�円すいの展開図で，おうぎ形の
弧の長さと底面の円周の長さが
同じとみてかき，その特徴を調
べることができる。

○�角すい，円すいの展開図をかく
ことができる。

◎�角すい，円すいの展開図をわか
りやすくかくことができる。

○�角すい，円すいの展開図をかく
方法やおうぎ形，中心角の意味
を理解している。

◎�角すい，円すいの展開図をかく
方法やおうぎ形，中心角の意味
を十分に理解している。

４　特別な多面
体

○�正多面体について，その特徴を
調べ，正多面体が特別の多面体
であることを理解する。

正多面体 ○�正多面体に関心をもち，その特徴を調べよう
としている。

◎�正多面体に関心をもち，進んでその特徴を調
べようとしている。

○�正多面体の面や頂点，辺の数な
どを調べることができる。

◎�正多面体の面や頂点，辺の数な
どを調べて，きまりをみつける
ことができる。

○�正多面体の面，頂点，辺の数を
数えることができる。

◎�正多面体の面，頂点，辺の数を
工夫して数えることができる。

○�正多面体の意味を理解している。
◎�正多面体の意味を十分に理解し

ている。
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５　立体の投影 ○�立体を正面や真上から見たとき
の図に表現してその特徴を読み
取り，空間図形についての理解
を深める。

立面図，平面図，
投影図

○�立体の特徴を調べることに関心をもち，投影
の考えを活用しようとしている。

◎�立体の特徴を調べることに関心をもち，進ん
で投影の考えを活用しようとしている。

○�立体を考察するために，柱体や
すい体の特徴を考えることがで
きる。

◎�立体を考察するために，平面に
帰着させて柱体やすい体の特徴
を考えることができる。

○�立体の投影図をかいたり，投影
図からもとの立体を想像するこ
とができる。

◎�立体の投影図をかいたり，投影
図からもとの立体を的確に想像
することができる。

○�立面図，平面図，投影図の意味
及び立体の投影図のかき方を理
解している。

◎�立面図，平面図，投影図の意味
及び立体の投影図のかき方を十
分に理解している。

６　動かしてで
きる立体

○�図形が動いた跡を１つの新しい
図形とみることができるととも
に，図形を平行に動かしたり，
回転させたりしてできる立体の
特徴を知る。

回転体，回転の
軸，母線

○�図形を動かしてできる立体に関心をもち，立
体の特徴を調べようとしている。

◎�図形を動かしてできる立体に関心をもち，進
んで立体の特徴を調べようとしている。

○�立体を平面図形が動いた跡にで
きた図形とみることができる。

◎�日常の事象と関連付けながら，
立体を平面図形が動いた跡にで
きた図形とみることができる。

○�ある平面図形を１回転させてで
きる回転体を想像することがで
きる。

◎�ある平面図形を１回転させてで
きる回転体を的確に想像するこ
とができる。

○�回転体の意味を理解している。
◎�回転体の意味を十分に理解して

いる。

○�練習

２節　空間にある図形（３時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　平面の決定 ○�空間における平面，直線，点の
関係を理解し，平面の決定条件
を知る。

○�身のまわりの空間にある図形に関心をもち，
平面，直線，点の関係を調べようとしている。

◎�身のまわりの空間にある図形に関心をもち，
進んで平面，直線，点の関係を調べようとし
ている。

○�平面が１つに決まる場合を考え
ることができる。

◎�平面が１つに決まる場合を，日
常の事象と関連付けながら，考
えることができる。

○�平面の意味，平面の決定条件を
理解している。

◎�平面の意味，平面の決定条件を
十分に理解している。

２　直線，平面
の位置関係

○�空間にある直線や平面の位置関
係を身近な事象をもとにして調
べ，それらをまとめる。

ねじれの位置に
ある，交点，平
行

○�空間における直線，平面の位置関係に関心を
もち，それらについて調べようとしている。

◎�空間における直線，平面の位置関係に関心を
もち，それらについて進んで調べようとして
いる。

○�位置関係を調べることができる。
◎�位置関係を類別の考えを使って

調べることができる。

○�空間における直線や平面の位置
関係をとらえることができる。

◎�空間における直線や平面の位置
関係を的確にとらえることがで
きる。

○�直線と直線の位置関係，直線と
平面の位置関係について理解し
ている。

◎�直線と直線の位置関係，直線と
平面の位置関係について十分に
理解している。

３　空間におけ
る垂直と距
離

○�直線と平面，平面と平面とが垂
直であることの意味を理解する。

○�点と平面との距離，平行な２平
面間の距離の意味を理解する。

垂直，垂線，点
Aと平面Pとの
距離，平行な２
平面 P，Q 間の
距離

○�空間における垂直と距離に関心をもち，それ
らについて調べようとしている。

◎�空間における垂直と距離に関心をもち，それ
らについて進んで調べようとしている。

○�辺と面が垂直であることの理由
などを，考えることができる。

◎�辺と面が垂直であることの理由
などを，筋道立てて考えること
ができる。

○�点と平面との距離，平行な２平
面間の距離を示すことができる。

◎�点と平面との距離，平行な２平
面間の距離を的確に示すことが
できる。

○�直線と平面との垂直，点と平面
との距離や，２平面の位置関係，
平行な２平面間の距離の意味を
理解している。

◎�直線と平面との垂直，点と平面
との距離や，２平面の位置関係，
平行な２平面間の距離の意味を
十分に理解している。
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３節　立体の体積と表面積（７時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　角柱，円柱
の体積

○�角柱や円柱の体積について調
べ，これらの立体の体積の求め
方を理解し，体積を求めること
ができる。

π ○�角柱や円柱の体積の求め方に関心をもち，そ
れらの求め方をまとめようとしている。

◎�角柱や円柱の体積の求め方に関心をもち，進
んでそれらの求め方をまとめようとしている。

○�角柱や円柱の体積の求め方を考
えることができる。

◎�角柱や円柱の体積の求め方を，
平面図形が動いた跡にできる図
形の見方と関連付けながら，考
えることができる。

○�角柱や円柱の体積を求めること
ができる。

◎�角柱や円柱の体積を能率的に求
めることができる。

○�角柱や円柱の体積の求め方や，
円周率をπで表すことを理解し
ている。

◎�角柱や円柱の体積の求め方や，
円周率をπで表すことを十分に
理解している。

２　角すい，円
すいの体積

○�角すいや円すいの体積の求め方
を実験を通して理解し，体積を
求めることができる。

○�角すいや円すいの体積に関心をもち，観察や
実験によって求めようとしている。

◎�角すいや円すいの体積に関心をもち，観察や
実験によって進んで求めようとしている。

○�すい体の体積を求める公式を考
えることができる。

◎�実験結果から，すい体の体積を
求める公式を類推し，導くこと
ができる。

○�角すいや円すいの体積を求める
ことができる。

◎�角すいや円すいの体積を能率的
に求めることができる。

○�角すいや円すいの体積の求め方
を理解している。

◎�角すいや円すいの体積の求め方
を十分に理解している。

３　角柱，円柱，
角すいの表
面積

○�柱体や角すいの表面積の求め方
を理解し，表面積を求めること
ができる。

表面積，側面積 ○�角柱，円柱，角すいの表面積の求め方に関心
をもち，展開図をもとに考えようとしている。

◎�角柱，円柱，角すいの表面積の求め方に関心
をもち，展開図をもとに進んで考えようとし
ている。

○�円柱の表面積の求め方を考える
ことができる。

◎�円柱の表面積の求め方を展開図
をもとに考えることができる。

○�柱体や角すいの側面積，表面積
を求めることができる。

◎�柱体や角すいの側面積，表面積
を能率的に求めることができる。

○�柱体，角すいの表面積の求め方
を理解している。

◎�柱体，角すいの表面積の求め方
を十分に理解している。

４　円すいの側
面積

○�おうぎ形の計量的な性質を調
べ，おうぎ形の弧の長さと面積
の求め方を理解する。

○�円すいの側面積を求めることが
できる。

○�円すいの側面積の求め方に関心をもち，おう
ぎ形の弧の長さや面積をもとに考えようとし
ている。

◎�円すいの側面積の求め方に関心をもち，おう
ぎ形の弧の長さや面積をもとに進んで考えよう
としている。

○�円すいの側面積の求め方を考え
ることができる。

◎�円すいの側面積の求め方を展開
図をもとに考えることができる。

○�おうぎ形の弧の長さや面積を，
公式を使って求めることができ
る。

◎�おうぎ形の弧の長さや面積を，
公式を使って能率的に求めるこ
とができる。

○�おうぎ形の弧の長さの求め方
や，おうぎ形の面積の２通りの
求め方を理解している。

◎�おうぎ形の弧の長さの求め方
や，おうぎ形の面積の２通りの
求め方を十分に理解している。

５　円すいの表
面積

○�おうぎ形の計量的な性質を用い
て，半径と弧の長さを使った円
すいの表面積の求め方を理解す
る。

○�円すいの表面積を求めることが
できる。

○�おうぎ形の面積の求め方にさらに関心をも
ち，円すいの表面積を求めようとしている。

◎�おうぎ形の面積の求め方にさらに関心をも
ち，進んで円すいの表面積を求めようとして
いる。

○�おうぎ形の面積を，半径と弧の
長さを使って表すことを考える
ことができる。

◎�おうぎ形の面積を，半径と弧の
長さを使って表すことを，近似
の考えを用いて考えることがで
きる。

○�円すいの表面積を求めることが
できる。

◎�円すいの表面積を能率的に求め
ることができる。

○�おうぎ形の面積を，半径と弧の
長さを使って求める方法や，円
すいの表面積の求め方を理解し
ている。

◎�おうぎ形の面積を，半径と弧の
長さを使って求める方法や，円
すいの表面積の求め方を十分に
理解している。

６　球の表面積
と体積

○�球の表面積や体積の求め方を，
実験や観察によって理解し，球
の表面積や体積を求めることが
できる。

○�球の表面積や体積に関心をもち，観察や実験
によって求めようとしている。

◎�球の表面積や体積に関心をもち，観察や実験
によって進んで求めようとしている。

○�球の表面積や体積を求める公式
を考えることができる。

◎�実験結果から，球の表面積や体
積を求める公式を類推し，考え
ることができる。

○�球の表面積や体積を求めること
ができる。

◎�球の表面積や体積を能率的に求
めることができる。

○�球の表面積，体積の求め方を理
解している。

◎�球の表面積，体積の求め方を十
分に理解している。

○�練習
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４節　図形の性質の利用（１時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　図形の性質
の利用

○�空間の図形の性質や立体の計量
について振り返りながら，これ
らを活用して，問題を解決する
ことができる。

○�空間の図形の性質や立体の計量を活用して，
問題を解決することに関心をもち，それらに
ついて調べようとしている。

◎�空間の図形の性質や立体の計量を活用して，
問題を解決することに関心をもち，それらに
ついて進んで調べようとしている。

○�直方体の表面を通る最短コース
を，考えることができる。

◎�直方体の表面を通る最短コース
を，展開図をもとに考えること
ができる。

○�鉛筆の芯を円柱や円すいとみ
て，その体積を求めることがで
きる。

◎�鉛筆の芯を円柱や円すいとみ
て，その体積を能率的に求める
ことができる。

６章の問題

７章　資料の整理と活用（11時間）
章の目標：目的に応じて資料を収集して表やグラフに整理し，代表値やちらばりなどに着目して資料の傾向を読み取ることができる。また，近似値と誤差の意味を理解し，測定値の表し方を知る。

章の観点別評価規準例
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象について，資料を収集して整理したり，
ヒストグラムや代表値などを用いてその傾向を読み
取ったりすることや，相対度数を使ってことがらの
起こりやすさを調べることなど，数学的に考え表現
することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりしようとしている。

ヒストグラムや代表値などについての基礎的・基本的な知識及び
技能を活用しながら，事象を見通しをもって論理的に考察し表現
したり，その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的
な見方や考え方を身に付けている。
相対度数の表やグラフをもとに，ことがらの起こりやすさを考え
ることができる。

資料を表やグラフに整理したり，代表値を求めたり
するなど，技能を身に付けている。

ヒストグラムや代表値の必要性と意味，相対度数の
必要性と意味，誤差や近似値の意味，累積度数や累
積相対度数の意味などを理解し，知識を身に付けて
いる。
ことがらの起こりやすさを，相対度数を使って表せ
ることを理解している。

・ 赤字：2020年度 追加内容
・ 打ち消し線：2020年度 削除内容
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１節　資料の収集と整理（７時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　近似値 ○�収集して得られた測定値が誤差
をともなうことを理解し，測定
値から真の値の範囲を表すこと
ができるとともに，有効数字の
意味を知る。

○�有効数字の考えをもとにして，
近似値の表現の仕方を理解し，
表すことができる。

近似値，誤差，
有効数字

○�測定値には誤差があることに関心をもち，近
似値の表し方を考えようとしている。

◎�測定値には誤差があることに関心をもち，進
んで近似値の表し方を考えようとしている。

○�測定値の誤差の範囲を考えるこ
とができる。

◎�測定値の誤差の範囲を十進位取
り記数法と四捨五入の考え方か
ら，考えることができる。

○�有効数字の桁数を表現する方法
を考えることができる。

◎�有効数字の桁数を表現する方法
を十進位取り記数法と10の累乗
の考え方から，考えることがで
きる。

○�測定値の真の値の範囲を，不等
号を使って表すことができる。

◎�測定値の真の値の範囲を，不等
号を使って的確に表すことがで
きる。

○�測定値を有効数字の桁数をもと
にして，小数と10の累乗との積
の形に表すことができる。

◎�測定値を有効数字の桁数をもと
にして，小数と10の累乗との積
の形に的確に表すことができる。

○�近似値，誤差，真の値，有効数
字の意味，近似値の表し方を理
解している。

◎�近似値，誤差，真の値，有効数
字の意味，近似値の表し方を十
分に理解している。

２　度数分布 ○�資料を分類・整理して傾向を読
み取るのに度数分布表が使われ
ることの必要性と意味を理解
し，資料を整理することができ
る。

階級，階級の幅，
度数，度数分布
表

○�資料の傾向をとらえることに関心をもち，資
料を度数分布表に整理して傾向を読み取ろう
としている。

◎�資料の傾向をとらえることに関心をもち，資
料を度数分布表に整理して進んで傾向を読み
取ろうとしている。

○�度数分布表をもとにして，資料
の傾向を読み取ることができる。

◎�度数分布表をもとにして，各階
級の度数と関連付けながら，資
料の傾向を読み取ることができ
る。

○�資料を度数分布表を用いて整理
することができる。

◎�資料を度数分布表を用いて手際
よく整理することができる。

○�度数分布表の必要性と意味を理
解している。

◎�度数分布表の必要性と意味を十
分に理解している。

３　ヒストグラ
ムと度数分
布多角形

○�資料の傾向をとらえるために，
ヒストグラムや度数分布多角形
が使われることの必要性と意味
を理解し，資料の傾向を説明す
ることができる。

ヒストグラム，
度数分布多角形

○�資料の傾向をとらえることに関心をもち，ヒ
ストグラムや度数分布多角形を用いて資料の
傾向を読み取ろうとしている。

◎�資料の傾向をとらえることに関心をもち，ヒ
ストグラムや度数分布多角形を用いて，進ん
で資料の傾向を読み取ろうとしている。

○�ヒストグラムや度数分布多角形
から資料の傾向を読み取ること
ができる。

◎�階級の幅を変えたヒストグラム
や度数分布多角形から資料の傾
向を読み取ることができる。

○�度数分布表をもとにして，ヒス
トグラムや度数分布多角形を作
ることができる。

◎�度数分布表をもとにして，ヒス
トグラムや度数分布多角形を手
際よく作ることができる。

○�ヒストグラムと度数分布多角形
の必要性と意味を理解している。

◎�ヒストグラムと度数分布多角形
の必要性と意味を十分に理解し
ている。

４　相対度数 ○�相対度数の必要性と意味を理解
し，それを使って２つの資料の
傾向を比べることができる。

相対度数 ○�大きさの異なる２つの資料の傾向を比べるこ
とに関心をもち，相対度数を用いて資料の傾
向を読み取ろうとしている。

◎�大きさの異なる２つの資料の傾向を比べるこ
とに関心をもち，相対度数を用いて，進んで
資料の傾向を読み取ろうとしている。

○�相対度数をもとにして資料の傾
向を読み取ることができる。

◎�相対度数をもとにしたヒストグ
ラムや度数分布多角形から資料
の傾向を読み取ることができる。

○�資料を相対度数を用いて整理す
ることができる。

◎�資料を相対度数を用いて手際よ
く整理することができる。

○�相対度数の必要性と意味を理解
している。

◎�相対度数の必要性と意味を十分
に理解している。

●　累積度数と
累積相対度
数

〇�累積度数や累積相対度数の必要
性と意味を理解し，それを用い
て資料の傾向を読み取ったり，
２つの資料の傾向を比べたりす
ることができる。

累積度数，累積
相対度数

〇�累積度数や累積相対度数に関心をもち，それ
らを用いて資料の傾向を読み取ったり比べた
りしようとしている。

◎�累積度数や累積相対度数に関心をもち，それ
らを用いて，進んで資料の傾向を読み取った
り比べたりしようとしている。

〇�累積度数をもとにして資料の傾
向を考えることができる。

◎�累積度数をもとにして資料の傾
向を考えたり，累積相対度数を
もとにして２つの資料の傾向を
比べたりすることができる。

〇�データを，累積度数や累積相対
度数を用いて整理することがで
きる。

◎�データを，累積度数や累積相対
度数を用いて手際よく整理する
ことができる。

○�累積度数や累積相対度数の必要
性と意味を理解している。

◎�累積度数や累積相対度数の必要
性と意味を十分に理解している。

・ 赤字：2020年度 追加内容
・ 打ち消し線：2020年度 削除内容
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５　資料のちら
ばり

○�資料のちらばりの程度を表す数
値としての範囲の必要性と意味
を理解し，２つの資料の傾向を
比べ，説明することができる。

範囲 ○�平均値が同じ値であっても，資料のちらばり
に違いがあることに関心をもち，ちらばりの
程度を考えようとしている。

◎�平均値が同じ値であっても，資料のちらばり
に違いがあることに関心をもち，進んでちら
ばりの程度を考えようとしている。

○�最大値と最小値に着目して，ち
らばりの程度を考えることがで
きる。

◎�度数分布表やヒストグラムと関
連付けながら，最大値と最小値
に着目して，ちらばりの程度を
考えることができる。

○�範囲を求めることができる。
◎�範囲を手際よく求めることがで

きる。

○�ちらばりの程度を表す範囲の必
要性と意味を理解している。

◎�ちらばりの程度を表す範囲の必
要性と意味を十分に理解してい
る。

６　資料の代表
値―［1］

○�度数分布表を使って，もとの資
料の平均値を求める方法を理解
する。

○�平均値以外の代表値である中央
値の必要性と意味を理解し，資
料の傾向を読み取ることができ
る。

階級値，代表値，
中央値

○�もとの資料の平均値を求めることに関心をも
ち，度数分布表から平均値を求める方法を考
えようとしている。

◎�もとの資料の平均値を求めることに関心をも
ち，進んで度数分布表から平均値を求める方
法を考えようとしている。

○�資料の傾向をとらえることに関心をもち，順
位がまん中である資料を調べようとしている。

◎�資料の傾向をとらえることに関心をもち，進
んで順位がまん中である資料を調べようとし
ている。

○�各階級の資料の値を階級値とみ
なして考えることができる。

◎�各階級の資料の値を理想化・単
純化した階級値とみなして考え
ることができる。

○�順位がまん中である資料に着目
して，資料の傾向を読み取るこ
とができる。

◎�順位がまん中である資料に着目
して，平均値と関連付けながら
資料の傾向を読み取ることがで
きる。

○�階級値を利用して，平均値を求
めることができる。

◎�階級値を利用して，平均値を手
際よく求めることができる。

○�中央値を求めることができる。
◎�中央値を手際よく求めることが

できる。

○�度数分布表からおよその平均値
を求める方法を理解している。

◎�度数分布表からおよその平均値
を求める方法を十分に理解して
いる。

○�中央値の必要性と意味を理解し
ている。

◎�中央値の必要性と意味を十分に
理解している。

７　資料の代表
値―［2］

○�平均値や中央値以外の代表値で
ある最頻値の必要性と意味を理
解し，資料の傾向を読み取るこ
とができる。

○�資料の分布や資料を活用する目
的によって，適切な代表値を用
いる必要があることを理解する。

最頻値 ○�資料の傾向をとらえることに関心をもち，最
大の度数をもつ階級や適切な代表値を考えよ
うとしている。

◎�資料の傾向をとらえることに関心をもち，進
んで最大の度数をもつ階級や適切な代表値を
考えようとしている。

○�最大の度数をもつ階級に着目し
て，資料の傾向を読み取ること
ができる。

◎�最大の度数をもつ階級に着目し
て，ヒストグラムや度数分布多
角形と関連付けながら資料の傾
向を読み取ることができる。

○�適切な代表値を考えることがで
きる。

◎�適切な代表値を資料の分布や資
料を活用する目的に応じて，考
えることができる。

○�最頻値を求めることができる。
◎�最頻値を手際よく求めることが

できる。

○�最頻値の必要性と意味，代表値
の使い方を理解している。

◎�最頻値の必要性と意味，代表値
の使い方を十分に理解している。
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２節　資料の活用（１時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　資料の傾向
の調べ方

○�これまで学習してきた資料の傾
向をとらえる方法を利用して日
常生活の資料を整理し，資料の
傾向をとらえて説明し，数学的
活動に取り組むことができる。

○�数学的活動の過程を振り返り，
レポートにまとめて発表し，そ
の成果を共有することができる。

○�日常生活にある資料の傾向を計画を立てて説
明することに関心をもち，問題の解決に生か
そうとしている。

◎�日常生活にある資料の傾向を計画を立てて説
明することに関心をもち，進んで問題の解決
に生かそうとしている。

○�問題を解決するために，ヒスト
グラムや代表値などを用いて，
資料の傾向を説明することがで
きる。

◎�問題を解決するために，階級の
幅を変えてヒストグラムを作っ
たり，適切な代表値を用いるな
どの工夫をして，資料の傾向を
説明することができる。

○�資料の範囲，度数分布表，代表
値，相対度数を求めたり，グラ
フに表したりすることができる。

◎�資料の範囲，度数分布表，代表
値，相対度数を手際よく求めた
り，わかりやすくグラフに表し
たりすることができる。

○�日常生活の資料を整理し，資料
の傾向をとらえて問題を解決す
る手順を理解している。

◎�日常生活の資料を整理し，資料
の傾向をとらえて問題を解決す
る手順を十分に理解している。

３節　データと確率（２時間）

項 項の目標 用語・記号
観点別評価例（◎A基準，○B基準）

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

１　起こりやす
さ

○�あることがらの現れる相対度数
を調べることで，そのことがら
の起こりやすさの程度を知るこ
とができることを理解する。

○�身のまわりの事象の起こりやすさに関心をも
ち，相対度数を求めて起こりやすさを調べよ
うとしている。

◎�身のまわりの事象の起こりやすさに関心をも
ち，進んで相対度数を求めて起こりやすさを
調べようとしている。

○�起こりやすさを数値化して考え
ることができる。

◎�起こりやすさを数値化して考
え，どの場合が起こりやすいか
を判断することができる。

○�相対度数を求めて，起こりやす
さの程度を知ることができる。

◎�相対度数を求めて，起こりやす
さの程度を的確に知ることがで
きる。

○�起こりやすさの程度を表すの
に，相対度数が用いられること
を理解している。

◎�起こりやすさの程度を表すの
に，相対度数が用いられること
を十分に理解している。

２　相対度数と
確率

○�実験回数を増すことで，あるこ
とがらの起こる相対度数が一定
の値に近づいていくとき，その
値が確率であることを理解する。

確率 ○�実験回数を増したときの相対度数の変化に関
心をもち，そのようすを調べようとしている。

◎�実験回数を増したときの相対度数の変化に関
心をもち，進んでそのようすを調べようとし
ている。

○�実験回数を増したときの相対度
数の変化について考えることが
できる。

◎�実験回数を増したときの相対度
数の変化について，表やグラフ
を用いて考えることができる。

○�実験回数を増したときの相対度
数の変化を，グラフに表すこと
ができる。

◎�実験回数を増したときの相対度
数の変化を，グラフにわかりや
すく表すことができる。

○�実験回数を増すことで，相対度
数が一定の値に近づいていくと
き，その値が確率であることを
理解している。

◎�実験回数を増すことで，相対度
数が一定の値に近づいていくと
き，その値が確率であることを
十分に理解している。

７章の問題

・ 赤字：2020年度 追加内容
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